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この ガイ ドでは、コンピュータで 使用する電源に ついて 説明します。 
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電源ボタン類とランプの位置 


が•下の図と表に、コンピュータの電源ボタン類およびランプの位置を示 
します。 


お使いのコンピュータの外観は、図と多少異なる攝合があります。 



電源ボタン類とランプの位置 



@)0 


名称 


機能 

〇 

ディスプレイスイッチ 

コンピュータの電源が入ったままディスプレイ 
を閉じたときに、スタンバイを起動します 

0 

電源ランプ* ( X 2) 

点な：コンピュータの電源がオンになっています 


点滅：コンピュータがスタンバイ状態になってい 
ます 

すばやい点滅：より大きい定格電力の HP スマー 
卜 AC アダプタ（お降、 AC アダプタと呼びます） 
を接続する必要があります 

消な：コンピュータの電源がオフになっている 
か、ハイ/くネーシヨン状態になっています 

(続く） 
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電源ボタン類とランプの位置 


名称 機能 

@ 電源ボタン コンピュータの状態によって次のように磯能し 

ます 

■ コン ピュータの電源が切れているときに押 
すと、電源が入ります 

■ スタンバイ状態のときに短く押すと、スタ 
ンバイを終了します 

■ ハイ/くネーシヨン状態のときに短〈巧す 
と、ハイ/くネーシヨンを終了します 

システムが応答せず、 Microsoft ® Windows ® の 
シャットダウン手順を実行できないときは、電源 
ボタンを5砂お上巧したままにすると、コンピュー 
夕の電源が切れます 

ゆ[わ]+脚キー スタンバイを起動します 

0 バッテリランプ オレンジ色に点な：バッテリパックが巧電中です 

緑色に点な：バッテリパックが完全充電時に近い 
状態です 

オレンジ色に点滅：電源にバッテリパックのみを 
使用している状態で、ローバッテリ状態になって 
います。完全な□ーバッテリ状態になると、バッ 
テリランプがすばやく点滅し始めます 
消な：コンピュータがか部電源に接続されている 
場合は、コンピュータのすべてのバッテリが完全 
に充電されるとバッテリランプが消なします。コ 
ンピュータが外部電源に接続されていない場合 
は、ローバッテリ状態になるまでランプが消灯し 
たままになります 

* 電源ランプは2つあり、両ちとも同じ情報を通なします。電源ボタンのところにある電源 
ランプはコンピュータを開いているときにのみ見えます。もう一方の電源ランプは、コン 
ピュータの前面から常に見えます。 


電源 
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電力の供給 


このコンピュータは、 内部 または 外部電力で動作できます。が下の表で、 
一般的な作業に最適な電源について説明します。 


%. 


このコンピュータでは旧型の AC アダプタは使用できません。 


作業 

推奨される電源 

一般的なソフトウエアアプリ 
ケーシヨンを使用する 

■ 

充電済みのバッテリパックをコンピュータに装着し 
ます 


■ 

次の機器の1つから外部電力を供給します 

□ コンピュータに付属の AC アダプタ 

□ 別売のドッキングデバイス 

□ 別売の電源アダプタ 

コンピユータの/くッテリパックを 
巧電または調整する 

次の磯器から外部電力を供給します 

■ コンピユータに付属の AC アダプタ 


■ 

別売のドッキングデバイス 


■ 

別売の電源アダプタ 


A 

警告：航空磯内でコンピュータの/くッテリを充電し 
ないでください 

システムソフトウエアを 
インストールまたは変更する、 
または CD や DVD に書き込む 

次の磯器から外部電力を供給します 

■ コンピュータに付属の AC アダプタ 

■ 別売のドッキングデバイス 


■ 

別売の電源アダプタ 


電源 
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電力の供給 


AC アダプタの接続 


警告：感電や装置の損傷を防ぐため、必ずな下の注意事項を守ってくだ 


■ 電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コン七 
ントに差し这んでください。 

■ コンピュータへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を 
切った後、電源コードをコンピュータからではなくコン七ントから 
抜いてください。 

■ 安全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接® 
してください。システムを正しくアースしないと、感電する恐れが 
あります。 


コンピュータを AC 電源に接続するには、な下の手順で操作します。 

し AC アダプタをコンピュータの電源コネクタに差し込みます〇。 

2. 電源コードを AC アダプタに差し込みます@。 

3. 電源コードのもう ー ホの端を AC 電源コン七ントに差し込みます@。 


贷 
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電力の供給 


コンピュータの電源を入れた後、接続している AC アダプタによってはが 
下のどれか1 つの メ ッ セージが表示される場合があります。 

■ [Smart AC adapter power output is too low for this computer.] (この 

コンピュータに対するスマート AC アダプタからの出力電力が低す 
ぎます。） 

メッセージをクリックすると、が下の追加情報が表示されます。 

[The output power of the HP Smart AC Adapter connected to your 
computer is insufficient. Please connect a higher capacity adapter.] 

(コンピュータに 接続されている HP スマ ー ト AC アダプタの出力が 
不足しています。もっと大きい容量のアダプタを接続してくださ 

い。） 

■ [For full performance, connect a higher capacity AC adapter .] レ、 

フォーマンスを最大限に発揮するには、もっと大きい容量のアダプ 
夕を接続してください。） 

メッセージをクリックすると、が下の追加情報が表示されます。 

[The HP Smart AC Adapter connected will power the computer, but 
at reduced performance. Please connect a higher capacity adapter 
for full performance.] (接続されている HP スマート AC アダプタによ 

りコンピュータに電力が供給されますが、パフォーマンスが低下す 
る攝合があります。パフォーマンスを最大限に発揮するには、もっ 
と大きレ、容量のアダプタを接続してください。） 


電源 
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スタンバイおよびハイバネーシヨン 


スタンバイ および ハイバネーシヨンは 省電力機能で あり 、電力を節約し、 
起動時間を短縮します。 スタンバイ および ハイバネーシヨンは、ユーザ 
または システムが 起動できます。詳しくは、 「スタンバイ、ハイノくネー 
シヨン、 または電源切断の実行」 を参照してください。 

スタンバイ 

A を意： 完全なローバッテリ状態になることを防ぐため、コンピュータを 
* — *■ 長時間スタンバイ状態にしておかないでください。コンピュータは外部 
電源に接続してください。 


スタンバイは、使用されていないシステムコンポーネン ト への電力供給 
を少なく抑えます。スタンバイが起動されると、データがランダムアク 
セスメモリ （ RAM) に保存され、画面表示が消えます。コンピュータが 
スタンバイ状態のときは、電ランプが点滅しまず。スタンバイから復 
帰すると、中断した時点の作業が元通りに画面に表示されます。 

A 注意： 情報の損失を防ぐために、スタンバイを起動する前に必ずデータ 
を保存してください。 


電源 
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スタンバイおよびハイバネーシヨン 


ハイバネーシヨン 

/\を意： ハイバネーシヨンの 起動中に コンピュータのシステムのコンフイ 
-—-ギュレーシヨン をを更すると、 ハイバネーシヨンから 復帰できなくなる 
ことがあります。 ハイ バネ ーシヨンの 起動中は、必ずな下の注意事項を 
守ってください。 

■ コンピュータにドッキングデバイスを着脱しないでください。 

■ メモリモジュールを着脱しないでください。 

■ ハードドライブやオプティカルドライブを着脱しないでください。 
■ 外付けデバイスを着脱しないでください。 

■ 外付けメディアカードを挿入したり取り出したりしないでくださ 

い。 


ハイ バ ネー シヨンを 起動すると、 データが ハード ドライブの ハイ バ ネー 
シヨン ファイルに保存され、 コンピュータがシャツト ダウンされます。 
電源ランプは消灯します。 ハイ バネーシヨンから 復帰すると、中断した 
時点の作業が元通りに画面にま示されます。電源巧入時 パスワード 
( Power - onpassword ) が設定されている場合は、 ハイノスネーシヨンから 復 
帰するときに パスワードを 入力する必要があります。 

A 注意： 情報の損失を防ぐために、ハイバネーシヨンを起動する前に必ず 
データを保存してください。 
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スタンバイおよびハイバネーシヨン 


ハイバネーシヨンは、 無効に設定す る ことができます。ただし、 ハイバ 
ネーシヨンが 無効に設定されており、 コンピュータがローバッ テリ状態 
に達した場合、 コンピュータ の電源が オン または スタンバイ 状態のとき 
に データは 自動的に保存されません。 


Microsoft Windows の [コントロールパネル] の[電源オプシヨ ン] を使用し 

て ハイ バネーシヨンを再び有効にするには、次の操作を行います。 

» [スタート]^ [コントロールパネル]一[パフホーマンスとメンテナン 

ス H [電源オプシヨント[休止状態]タブの順に選択します。 

[休止状態をち効にする ] チェックボックスにチェックが入っている 
ことを確認します。 

システムがハイバネーシ ヨンを起動するまでの時間を設定するには、な 
下の手順で操作します。 

し [スタート]^ [コントロールパネル]一[パフホーマンスとメンテナン 

ス H [電源オプシヨン]の順に選択します。 

2. [システム休止状態]リストで、設定する時間をクリックします。 

スタンバイ、ハイバネーシヨン、または電源切断の 
実行 

ここでは、スタンバイやハイバネーシヨンの起動、およびコンピュータ 
の電源切断をいつ行うかについて説明します。 

コンピュータがスタンバイ状態またはハイバネーシヨン状態のときは、 
^ネットワーク接続を確立したり、コンピュータの機能を実行したりする 
ことが一切できなくなります。 


電源 
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スタンバイおよびハイバネーシヨン 


作業を中断する場合 

スタンバイが起動されると、データがランダムアクセスメモリ （RAM) 
に保存され、画面表示が消えます。コンピュータがスタンバイ状態のと 
きは、通常の動作時より消費電力が巧えられます。スタンバイ状態から 
復帰すると、直ちに画面が元のが態に戻ります。 

ハイバネーシヨ ンを起動すると、 データがハード ドライブの ハイノくネー 
シヨンファイルに 保存されて、 コンピュータがシャッ トダウンされます。 
コンピュータがハイバネーシヨン 状態のときは、 スタンバイ 状態のときよ 
り消費電力をさらに少なく抑えることができます。 

長時間コンピュータを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、 
バッテリパックの寿命を延ばすためにコンピュータの電源を切り、バッ 
テリパックを取り出してください。バッテリパックの保管ホをについて 
詳しくは、 レくッテリパックの保管」 を参照してください。 

電力の供給が不安定な場合 

ハイバネーシヨンが 有効に設定されていることを確認します。 バッ テリ 
電源を巧用しており、外部電源に接続できない場合は特に注意してくだ 
さい。 バッ テリパックが消指すると、 ハイバネーシヨン により データが 
ハイバネーシヨンファイルに 保存され、 コンピュータの 電源が切れま 
す。 

電力の供給が不を定なときに作業を中断する場合は、次のうちどれかの 
操作を行います。 

■ データを保存してからスタンバイを起動する 

■ ハイバネーシヨンを 起動する 

■ コンピュータの電源を切る 
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スタンバイおよびハイバネーシヨン 


無線通信、または読み取りや書き込みが可能な 

ドライブメディアを使用中の場合_ 

A を意： オーディオやビデオの劣化または再生機能の損失を防ぐため、 

* - 'CD, DVD、 または外付けメディアカードの読み取りまたは書き这みを 

しているときに スタンバイ または ハイバ ネー シヨンを 起動しないでく 
ださい。また、情報の損失を防ぐため、 CD、DVD、 または外付けメディ 
ア カードへの 書き込み中に スタンバイ または ハイノくネーシヨンを 起動 
しないでください。 


スタンバイおよびハイバネーシヨンは、無線通信およびメディアの使用 
の巧げとなります。 

が•下のガイドラインをお読みください。 

■ コンピュータが スタンバイまたはハイバ ネー シヨン状態の攝合は、 
無線通信を開始できません。 

■ メディアに D、DVD、 または外付けメディアカードなど）を再生 
中に、誤ってスタンバイまたはハイバネーシヨンを起動した場合、 
次のことが発生します。 

□ 再生が中断される攝合があります。 

□ [コンピユータが休止またはスタンバイ状態になると、再生は停 
止します。再生を再開するには、[再生]をクリックします。コ 
ンテンツは最初から再生されます。続行しますか？]という警告 

メッセージが表示される場合があります。[いいえ]をクリック 
します。 

□ メディアを再び起動して、オーディオやビデオの再生を再開す 
る必要が生じることがあります。 


電源 
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4 

電源設定の初期値 


ここでは初期設定状態でのスタンバイ、ハイバネーション、および電源 
切断の手順について説明します。コンピュータの一部の電源ボタン類の 
機能変更については、 「電源オプション」 を参照してください。 

なお、この章で説明している電源ボタン類およびランプの図は、 「電源ボ 
タン類とランプの位置」 にあります。 


電源 
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電源設定の巧期値 


コンピュータまたはディスプレイのオン/オフ 


操作 手順 結ま 

コンピュータの電源電源ボタンを押します ■ 電源ランプが点なしま 

を入れる -f 


コン ピュータの電源 1. データを保存し、開いているすべて ■ 

在切る のアプリケーションを閉じます 

2. オペ レーテ イングシステムで ■ 

[スタート]一[終了オプション]一[電 
源を切る]の順に選択して、コン 
ピュータの電源を切ります* I 

%,システムが応答せず、この手順でコ 
ンピュータの電源を切ることがで 
きない場合は、 「緊急停止手順の使 
用」 を参照して〈ださい 

電源が入ったままコンピュータのディスプレイを閉じますコンピュータを閉じるとディ 
ディスプレイの電源 スプレイスイッチが作動し、 

を切る スタンバイが起動します 

* ユーザがネットワークドメインにを録されている場合は、[終了 オプション] ボタンではなく 
[シャツトダウン]ボタンが表示されます。 


電源ランプが消なしま 
す 

オペ レーテ イングシス 
テムが終了します 
コ ンピユ ータの 電源が 
切れます 


くさブあ 
や大ダが 
ばリア要 
す^夕必 


、で 

ンま 
グれ 

§合の f ィド 
ブ場力ず テ- 
ンる 電続 -口 
ラす格接すレが 
源滅定をまぺム 
電点いタリナテ 
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電源設定のネリ期値 


緊急停止手順の使用 

A を意： 緊急停止手順を使用すると、保存されていない情幸良は失われます。 

コンピュータが応答せず、通常の Windows のシャットダウン手順を巧用 
できない場合は、記載されている順に次の緊急手順を試みてください。 

■ [ctrl] + [alt] + [delete] キーを押してから、 [シャッ トダウン]^[電源を切 
る]または[コンピユータの電源を切る]の順に選択します。 

■ 電源ボタンを5砂間な上押し続けます。 

■ コンピュータを外部電源から切断し、バッテリパックを取り外しま 
す。バッテリパックの取り外しと保管について詳しくは、 レ《ッテ 
リパック J を参照してください。 

スタンバイからの復帰または起動 


操作 手順 結果 

スタンバイを起動 ■ コンピュータの電源が入った状態 ■ 電源ランプが点滅しま 
ずる で、听]+阿キーを押します す 

■ [スタート]一[終了オプション]一[ス ■ 画面表示が消えます 
タンバイ]の順に選キ尺します* 

Windows XP Professional を使用中 
で、[スタンバイ]が表示されない場 
合は、1^>1下の手順で操作します 

1. 下向きの矢印をクリックしま 
す 

2. リストから[スタンバイ]を選 
択します 

3. [0 K ] をクリックします 
■ コンピュータを閉じます 

(続く） 
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電源設定の初期値 


操作 手順 結果 

システム によって操作は必要ありません 
スタ ンバイを起動 ■ コン ピュータ がバッ テリ 電源で動 
する 作している場合、10分間 コンピュー 

夕 を使用しないと スタ ンバイが起 
動しますけ刀期設定） 

■ コンピュータが外部電源に接続され 
ている場合は、25分間コンピュータ 
を使用しないとスタンバイが起動 
します（初期設定） 

■ 電源設定およびタイムアウトは、 

Windows の[コントロールパネル] 

にある[電源オプション]で変更でき 
ます 

ユーザまたはシス電源ボタンを押します 
テムによって起動 
されたスタンバイ 
から復帰する 

* ユーザがネットワーク ドメインにを 録 されている場合は、 [終了オプション] ボタンではなく 
[シャツト ダウン]ボタンが表示されます。 


■ 電源ランプが点なしま 
す 

■ 画面が元の状態に戻り 
ます 


■ 電源ランプが点減しま 
す 

■ 画面表示が消えます 


電源 







電源設定の初期値 


ハイ バ ネーシヨ ンからの復帰または起動 

ハイ バネーシ ヨンを 起動するには、有効にしておく必要があります。 ハ 
イバネーシ ヨン は初巧設をで有効になっています。 

ハイバネーシヨ ンが有効に設をされていることを確認するには、次の操 
作を行います。 

» [スター ト]^[コントロール パネル]^[パフホー マンスとメンテナン 

ス H [電源オプシヨン H [休止状態]タブの順に選択します。 

ハイ バ ネーシ ヨンが有効に設定されている場合は、[休止状態をち効 
にする]チェックボックスにチェックが入っています。 


操作 手順 おま 

ハイバネーションを ■ 電源ボタンを押します 
起動する または 

■ [スタート]一[終了オプション]の順 
に選択します。 * 次に、 [ shift ] キーを 
押したまま[化止状態]を選択しま 
す 

Windows XP Professional を使用 
中で、[休止が態]が表示されない場 
合は、な下の手順で操作します 

1. 下向きの矢巧をクリックし 
ます 

2. リストから[休止状態]を選択 
します 

3. [0 K ] をクリックします 

(続く） 


■ 電源ランプが消なしま 
す 

■ 画面表示が消えます 


電源 
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電源設定の初期値 



操作 

手順 

結果 


システムによってハ 
イバネーシヨンを起 
動する（ハイバネー 
シヨンが有効に設定 
されている場合） 

操作は必要ありません。コンピュータが 
バッテリ電源で動作している場合は、次 
のときにハイバネーシヨンが起動しま 
す 

■ 30分間コンピュータを使用してい 

■ 

■ 

電源ランプが消なしま 
す 

画面表示が消えます 


ないときけ刀期設定） 

■ 装着されているバッテリパックが 
完全なローバッテリ状態になった 
とさ 

電源設定およびタイムアウトは、 
Windows の[コントロールパネル]の[電 
源オプション]を使巧して変更できます 


ユーザまたはシステ電源ボタンを押します t 

■ 

電源ランプが点なしま 

ムによって起動され 


す 

たハイバネーシヨン 

■ 

画面が元の状態に戻り 

から復帰する 


ます 


* ユーザがネットワークドメインにを録されている場合は、[終了オプション]ボタンではなく 
[シャットダウン]ボタンが表示されます。 

t 完全な口ーバッテリ状態からハイバ本ーションが起動された場合は、外部電源に接続するか充 
電済みのバッテリパックを装着してから電源ボタンを巧します。消耗したバッテリパックのみ 
を電源として使用すると、システムが応答しない場合があります。 
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電源オプション 


ほとんどの電源設定の初期値は、 Windows の[コントロールパネル]でを 
更できます。たとえば、バッテリパックがローバッテリ状態になったと 
きに警告音を鳴らすように設定できます。また、電源ボタンの初期設定 
値もを更できます。 

初巧設定では、コンピュータの電源が入っている状態で、な下の機能を 
使用できます。 

■ 町]+町]キー（オペレーティングシステムでは「スリープボタン」 
と呼ばれます）を押すと、スタンバイが起動します。 

■ 初巧設をでは、ディスプレイスイッチによりディスプレイの電源が 
切断され、スタンバイが起動します。ディスプレイスイッチは、ディ 
スプレイを閉じると機能します。 

[電源オプションのプロパティ ] へのアクセス 

[電源オプションのプロパティいこアクセスするには、次の操作を行いま 
す。 


■ タスクバーの右端にある通知領域の[電源メータ _] アイコンを右ク 
リックし、次に[電源プロパティの調整]をクリックします。 


または 

■ [スター ト]^[コントロールパネル]^レ《フホーマンスとメンテナン 

ス H [電源オプシヨン]の順に選択します。 


電源 
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電源オプション 


[電源メーター]アイコンの表示 

初期設定では、 [電源 メータ ー] アイコンはタスクバーの右端にある通知 
領巧に表示されます。このアイコンは、コンピュータがバッテリ電源ま 
たは外部電源のどちらで動作しているかを示すおにをわります。 

通知領巧の[電源メータ ー] アイコンを削除するには、な下の手順で操作 
します。 

し通か領域の[電源メータ ー] アイコンを右クリックし、次に[電源プロ 
パティの調整]をクリックします。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常にま示する] チェックボックスのチェッ 
クを 外します。 

4. [適用]^ [0K] の順にクリックします。 

通知領域の[電源メーター]アイコンを表示するには、な下の手順で操作 
します。 

し [スター ト]^[コントロールパネル]^レ《フホーマンスとメンテナン 

ス]^[電源オプシヨン]の順に選がします。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常にま示する] チェックボックスにチェッ 
クを 入れます。 

4. [適用]^ [0K] の順にクリックします。 


タスクバーの右端にある通知領域に配置したアイコンが見当たらない 
場合は、通知領域の[隠れているインジケータをま示します]アイコン 
(レ」または「《」の形）をクリックします。 
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電源オプション 


電源設定の指定または変更 

[電源オプションのプロパティ ] ダイアログボックスの[電源設定]タブで 
は、システムコンポーネントに電源レベルを割り当てることができま 
す。コンピュータがバッテリ電源と外部電源のどちらで動作しているか 
によって、異なる電源設定を割り当てることができます。 

また、指定した時間が経過した後にスタンバイを起動するように、また 
はディスプレイ か ハードドライブの電源を切断するように電源 レベルを 
設定できます。 

電源 レベルを 設定するには、な下の手順で操作します。 

し通か領域の晴源メータ ー] アイコンを右クリックし、次に[電源プロ 
パティの調整]をクリックします。 

2. [電源設定]タブをクリックします。 

3. を更する電源設定を選択して、画面上の一覧のオプションを調節し 
ます。 

4. [適用]をクリックします。 

パスワード入力画面の設定 

コンピュータの 電源を入れたり、 スタンバイ または ハイバネー ショ ンか 
ら復帰したりするときにパ スワード 入力を求めるように、 セキュリティ 
機能を追加することができます。 

パスワード入力を求めるように設定するには、が下の手順で操作します。 

し通知領域の[電源メーター]アイコンを右クリックし、次に[電源プロ 
パティの調整]をクリックします。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める]チェッ 

クボックスにチェックを入れます。 

4. [適用]をクリックします。 
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プロセッサパフオーマンスの制御 


A 警告：コンピュータの過熱を防ぐため、通気孔はふさがないでください。 
コンピュータは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してく 
ださい。通気を巧げる恐れがありますので、隣にプリンタなどの表面の 
硬いものを設置したり、枕や毛ホ、または衣類などの表面が柔らかいも 
のを敷いたりしないでください。加熱により、コンピュータが損傷した 
り、プロセッサパフォーマンスが化下したりする場合があります。 


バッテリ電源より外部電源において、コンピュータがより速く動作する 
ベ A 場合があります。バッテリ残量が極度に少ない場合、プロセッサ速度お 
よびグラフ ィ ックスパフォーマンスをほ下させることで節電が試みら 
れる場合があります。 


Windows XP の 電源設をを選択して、 プロセッサパフォーマンスの 設定 
を管®することができます。処巧速度を最適な パフォーマンスモード ま 
たは最適な省電力状態に設定できます。 

プロセッサパフォーマンスの設をは、 [電源オプションのプロパティ] ダ 
イアログボックスで行います。 

Windows XP のプロセッサパフォーマンスの設定にアク七スするには、 
次の操作を行います。 

» [スタート]^[コントロールパネル]^レ《フホーマンスとメンテナン 

ス]^[電源オプション]の順に選択します。 


電源 
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プロセッサパフナーマンスの制御 


選択した電源設定によって、コンピュータが外部電源に接続されている 
とき、またバッテリ電力で動作しているときのプロセッサのパフオーマ 
ンスが判断されます。外部電力やバッテリ電力に対応するを電源設定に 
よって、特定のプロセッサのが態が設定されます。 

電源 レベルの 設定後は、 コンピュータの プロセッサ パフオーマンス を 制 
御するためのその他の操作は必要ありません。次の表に、外部電源およ 
びバッ テリ 電源で使用可能な電源設定でのプロセッサ パフォーマンス 
を示します。 


電源設定 

外部電力使用時のプロセツ 
サパフホーマンス 

バツテリ電力使巧時のプロセツ 
サパフオーマンス 

[自宅または会社の 
デスク] 

常に最大のパフオーマンス状 
態で動作します 

パフオーマンス状態が CPU の状態 
に基づいて判斷されます 

[ポータブル/ラップ 
トップ](初期設定植）* 

パフオーマンス状態が CPU の 
状態に基づいて判断されます 

パフオーマンス状態が CPU の状態 
に基づいて判既されます 

[プレゼンテーション] 

パフオーマンス状態が CPU の 
状態に基づいて判断されます 

パフオーマンス状態が CPU の状態 
に基づいて判斷されます 

悍にオン] 

常に最大のパフホーマンス状 
態で動作します 

常に最大のパフオーマンスが態で 
動作します 

[最ルの電源管理] 

パフオーマンス状態が CPU の 
状態に基づいて判断されます 

パフオーマンス状態が CPU の状態 
に基づいて判斷されます 

[バッテリの最大利用] 

パフオーマンス状態が CPU の 
状態に基づいて判断されます 

[バツテリの最大利用]の設定が選択 
されている場合、 CPU のパフホーマ 
ンスがお〈なりますが、バツテリの 
寿命は長くなります 


[ポータブル/ラップトツプ]の電源設定を使用することをおすすめします。 
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バツテリパック 


お電巧みのバッテリパックを装着し、外部電源に接続していないとき 
は、コンピュータはバッテリ電源で動作します。外部電源に接続してい 
るときは、コンピュータは外部電源で動作します。 

充電巧みのバッテリパックを装着し、 AC アダプタを通して外部電源を 
使用している場合、 AC アダプタをコンピュータから取り外すと、バッテ 
リ電源の使用に切り替わります。 

外部電源から切断すると、バッテリ電力を節的するために自動的に画面 
の輝度が下がります。画面の輝度を上げるには、町]+ [け〇]ホットキーを 
使用するか AC アダプタを再び接続します。 


バッテリパックをコンピュータに装着しておくかどうかは、作業状況に 
応じてみめることができます。バッテリパックを装着しておくと、コン 
ピュータを外部電源に接続している間にバッテリパックを巧電できま 
す。また、停電があった場合でも作業中のファイルを守ることができます。 

ただし、コンピュータの電源が切れていて外部電源に接続していない間 
に、バッテリパックは少しずつ放電します。 


電源 
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バッテリパック 


バッテリパックの概要 

お使いのコンピュータには、バッテリパックを2つまで装着できます。 

■ お使いのコンピュータには、メインバッテリパック1個が装着され 
ています。 

■ 別売のオプションバッテリパックは、コンピュータの裏面に装着可 
能です。 

2週間な上コンピュータを使用せず、外部電源から切り離しておく場合 
は、バッテリパックを取り出して保管すると、バッテリパックの寿命を 
延ばすことができます。保管ホをについては レくッテリパックの保管」 
を参照してください。しばらく作業を行わない場合の操作ホをについて 
詳しくは、 「スタンバイおよび ハイ バネーション J を参照してください。 

/h 警告：を全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、 
製品に同栖されていたバッテリパック、 HP が提供する交換用バッテリ 
パック、または HP からこの製品用のオプションとして購入したバッテ 
リパックをお使いください。 
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バッテリパック 


メインバッテリパックの装着または取り外し 

A を意： コンピュータの 電源としてバッテリパックのみを巧用していると 
きに、そのバッテリパックを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、 
ハイ バ ネーシヨ ンを起動するか コンピュータの 電源を切ってから作業 
を行ってください。 


皮、バッテリパックの外観はモデルにより異なります。 


メインバッテリパックを装着するには、な下の手順で操作します。 

し バッテリベイが手前を向くようにしてコンピュータを裏返し、を定 
した平らな場所に置きます。 

2. バッテリベイにバッテ y パックをスライドさせ〇、しっかりと収ま 
るまで押し込みます。 

バッテリパックが装着されると、バッテリパックリリースラッチ 
©が自動的にロックされます。 



電源 
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バツテリパック 


メインバッテリパックを取り外すには、な下の手順で操作しまず。 

し バッテリベイが手前を向くようにしてコンピュータを裏返し、安定 
した平らな場所に置きます。 

2. 右側のバッテリパックリリースラッチを右方向にスライドさせま 
す〇。 

3. 左側のバッテリパックリリースラッチを右方向にスライドさせた 
ままにします®。 

4. バッテリパックをスライドさせて、コンピュータから取り外しま 

す€)。 
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バッテリパック 


複数のバッテリパックの巧電 

バッテリパックを複数使用している場合、をバッテリパックは、あらか 
じめ設をされた順序で巧電および放電されます。 

■ 巧電の順序： 

1 . コンピュータのバッテリベイに装着されているメインバッテ 
リパック 

2. 別売のオプションバッテリパック 
■ 放電の順序： 

し 別売のオプションバッテリパック 

2. コンピュータのバッテリベイに装着されているメインバッテリ 
パック 

バッテリパックの巧電中は、コンピュータのバッテリランプがオレンジ 
色に点灯します。バッテリパックがほぼ完全に巧電されると、バッテリ 
ランプが緑色に点灯します。すべてのバッテリパックが完全に充電され 
ると、バッテリランプが消灯します。 

メインバッテリパックがコンピュータに装着されており、コンピュータ 
が外部電源に接続されている場合、メインバッテリパックが充電されま 
す。外部電源は、次の機器から供給できます。 

■ AC アダプタ 

■ 別売のドッキングデバイス 
■ 別売の電源アダプタ 

/h 警告：を全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、 
製品に同栖されていた AC アダプタ、 HP が提供する交换用 AC アダプタ、 
または HP からオプシヨン製品として購入した AC アダプタをお{まいくだ 
さい。 


%. 


このコンピュータでは旧型の AC アダプタは使用できません。 


電源 
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バッテリパック 


バッテリパックの充電 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにする 
には、次の点に注意します。 


A . 警告：航空機内でコンピュータのバッテリを充電しないでください。 
バッテリを充電すると、航空機の電子システムが損傷するおそれがあり 
ます。 


A 警告 :バッテリパックは、記述されている指をの方法で巧電してくださ 
い。指定な外のホをで充電すると、発熱、発火、液漏れすることがあり 
ます。 


■ 新しいバッテリパックは次の方法で巧電します。 

□ AC アダプタを巧ってコンピュータを外部電源に接続した状態 
で、バッテリパックを巧電してください。 

□ バッテリパックを巧電するときは、コンピュータの電源を入れ 
る前に完全に巧電してください。 

■ 巧用中のバッテリパックは次のホをで充電します。 

□ 通常の使用で完全巧電時の拘10パーセントになるまでバッテ 
リパックを放電してから巧電してください。 

□ バッテリパックを巧電するときは、コンピュータの電源を入れ 
る前に完全に巧電してください。 

AC アダプタ、別売のドッキングデバイス、または別売の電源アダプタ 
を通して コン ピュ ータ を外部電源に接続している間は、 コンピュータに 
装着されているバッテリパックが常に充電されます。 

コンピュータに 装着されているバッテリパックは、 コンピュータの 電源 
が入っているかどうかにかかわらず あ 竜されますが、電源を切ったとき 
の方が巧電が早く完了します。バッテリパックが巧しいか2週間な上巧 
用されていない場合、またはバッテリパックの温度が室温よりも高すぎ 
たりほすぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 
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バッテリランプは、次のように充電のが態を示します。 


バッテリパック 


■ 点灯：バッテリパックが充電中です。 

■ 点滅：バッテリパックがローバッテリが態になっており、ホ電され 
ていません。 

■ すばやい点滅：バッテリパックが完全なローバッテリ状態になって 
おり、充電されていません。 

■ 消灯：バッテリパックが完全に充電されているか、バッテリパック 
が取り付けられていません。 

バッテリパック内の電力の残量を確認するち法については、 レスッテリ 

パックの充電の監視」 を参照してください。 

バッテリパックの巧電の監視 

ここでは、バッテリパック内の電力の残量を半 IJ 断するホををいくつか説 

巧します。 

正巧なバッテリ残量の表示 

バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、次のことに注意し 

ます。 

■ 通常の使用で完全あ電時の10パーセント未満になるまでバッテリ 
パックを放電してから充電します。 

■ バッテリパックを巧電するときは、コンピュータの電源を入れる前 
に完全にあ電してください。 

■ バッテリパックを1か月な上巧用していなかった場合は、充電では 
なくバッテリゲージの調整を行います。バッテリゲージの調整ホを 
については、 レ<ッテリゲージの調整」 を参照してください。 


電源 
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バッテリパック 


充電情お画面の表示 

ここでは、充電情報画面を表示して画面の情報を読むホをについて説明 
します。 


充電情おの表示 

コンピュータに装着したバッテリパックの状態について情報を表示す 
るには、次のどちらかの操作を行います。 

■ タスクバーの右端にある通知領域の [電源メータ _] アイコンをダブ 
ルクリックします。 


または 

■ [スター ト]^[コントロールパネル]^レ《フホーマンスとメンテナン 
ス H 晴源 オプション H 晴源 メータ ー] タブの順に選択します。 

充電情おの読み方 

ほとんどの場合、巧電情報には、バッテリの状態がバッテリ残量のパー 
セントと残りの使用可能時間（分）で示されます。 

■ パーセントは、バッテリパック内の電力の巧を残量を示します。 

■ 時間は、現在のレベルでバッテリパックの電力を{まい続けた場合に 
バッテリパックを使用できる推を残り時間を示します。たとえば、 
DVD の再生を開始すると残り時間が短くなり、停止すると残り時間 
が長くなります。 

■ バッテリパックの巧電中に、 [電源メータ ー] 画面上のバッテリアイ 
コンの上に稻妻のマークが重なって表示される場合があります。 
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バッテリパック 


ローバッテリ状態の対処 

ここでは、出荷時設定の警告およびシステム応答について説明します。 
ローバッテリが態の警告とシステム応答の設定は、 Windows の [コント 
口ールパネル] の [電源 オプション] を使用してを更できます。 [電源オプ 
ショ ン] を使用した設定は、ランプのが態には影響しません。 

ローバ ッ テリ状態の識別 

ここでは、ローバッテリおよび完全なローバッテリの状態を判断する方 
をにっいて説明します。 

口ーバッテリ状態 

コンピュータの電源としてバッテリパックのみを巧用しているときに、 
バッテリパックがローバッテリ状態になると、バッテリランプがオレン 
ジ色に点滅します。 

完全なローバッテリ状態 

ローバッ テリ状態を解みしないと完全な ローバッ テリ状態に入り、 バッ 
テリランプがオレンジ色ですばやく点滅します。 

完全な口ーバッテリ状態になると、システムは次のように応答します。 

■ ハイバネーションが有効で、コンピュータの電源が入っているかス 
タンバイ状態のときは、ハイバネーションが起動します。 

■ ハイバ ネー シ ョンが 無効で、 コンピュータの 電源が入っているか ス 
タンバイ 状態のときは、短い時間 スタンバイ 状態になってから、シ 
ステムが終了します。このとき、保存していない情報は失われます。 

ハイ バ ネーショ ンが有効になっていることを確認するには、な下の手順 
で操作します。 

し [スター ト]^[コントロールパネル]^レ《フホーマンスとメンテナン 

ス H [電源オプショント[休止状態] タブの順に選択します。 

2. [休止状態をち効にする] チェックボックスにチェックが入っている 
ことを確認します。 
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ローバ ッ テリ状態の解み 

A を意： 情報の損失を防ぐため、コンピュータが完全なローバッテリ状態 
* —^になってハイバネーシヨンが起動した場合は、電源ランプが消灯するま 
で電源を入れないでください。 


外部電源が利巧できる場合 

外部電源が利用できる場合にローバッテリ状態を解みするには、な下の 
どちらかに接続します。 

■ AC アダプタ 

■ 別売のドッキングデバイス 

■ 別売の電源アダプタ 

巧電巧みのバッテリパックが利巧できる場合 

充電済みのバッテリパックが利用できる場合にローバッテリ状態を解 
みするには、な下の手順で操作します。 

し コンピュータの電源を切るかハイノくネーシヨンを起動します。 

2. 巧電巧みのバッテリパックを装着します。 

3. コンピュータの電源を入れます。 

電源が利用できない場合 

電源が利用できない場合にローバッテリ状態を解みするには、な下のど 
ちらかの操作を行います。 

■ ハイ バ ネー シ ヨンを 起動します。 

または 

■ 作業中のファイルを保存し、システムを終了します。 
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ハイバネーシヨンから復帰できない場合 

ハイバネーシヨンか ら復帰するための電力が コンピュータに 残って いな 
レ 、場合にロ ーバ ッテリ状態を解みするには、 な 下の手順で操作します。 

し 充電巧みのバッテリパックを装着する力\コンピュータを外部電源 
に接続します。 

2. 電源ボタンを押して、ハイバネーシヨンから復帰します。 

バッテリゲージの 調整 
バッテリゲージの調整が必要な時 

バッテリパックを頻繁に使用している場合でも、1か月に2回な上調整を 
行う必要はありません。また、新しいバッテリパックを初めて使用する 
前にバッテリゲージを調整する必要はありません。次の場合は、バッテ 
リゲージの調整が必要です。 

■ バッテリ巧電情報の表示が不正確な場合 
■ バッテリの通常の動作時間が極端にを化した場合 
■ バッテリパックを1か月な上使用していない場合 
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バッテリゲージの調整方ま 

バッ テリゲージを調整するには、 バッ テリパックを完全に巧電し、完全 
に放電してから、再び完全に充電するという3つの手順で操作します。 

手順1:バッテリパックの巧電 

バッテリパックは、コンピュータの電源が入っているかどうかにかかわ 
らず巧電できますが、電源を切ったときの方が充電が早く完了します。 

警告：航空機内でコンピュータのバッテリを充電しないでください。 
バッテリを充電すると、航空機の システムが 損傷するおそれがありま 
す。 


バッテリパックを巧電するには、な下の手順で操作します。 

し コンピュータにバッテリパックを装着します。 

2. コンピュータを AC アダプタ、別売の電源アダプタ、または別売のドッ 
キングデバイスに接続し、アダプタまたはデバイスを外部電源に接 
続します。 

コンピュータのバッテリランプが 点なします。 

3. バッテリパックが完全にお竜されるまで、コンピュータを外部電源 
に接続しておきます。 

充電が完了すると、 コンピュータの バッテリランプが消げします。 

手順2 :バッテリパックの放電 

バッテリパックを完全に放電する前に、 ハイ バネーシヨンを無効にしま 


ハイバネーシ ヨンを無効にするには、な下の手順で操作します。 

し[スタート]^[コントロールパネル]^レくフオーマンスとメンテナン 

ス H [電源オプシヨント[休止状態] タブの順に選択します。 

2. [休止状態をち効 I こする] チェックボックスのチェックを外します。 

3. [適用] をクリックします。 
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バッテリパックの放電中は、コンピュータの電源を入れたままにする必 
要があります。バッテリパックは、コンピュータを巧用しているかどう 
かにかかわらず放電できますが、使用している方が放電が早く完了しま 
す。 

■ 放電中にコンピュータを放置しておく場合は、放電を始める前に作 
業中のファイルを保存してください。 

■ 放電中にコンピュータを使用する予定で、省電力設定を利用してい 
た場合、放電処巧中はシステムの動作が次のようになります。 

□ モニタが自動的にオフになりません。 

□ コンピュータがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速 
度が自動的に下がりません。 

□ システムによるスタンバイの起動が実行されません。 

バッテリパックを完全に放電するには、な下の手順で操作します。 

し タスクバーの右端にある通知領域の [電源メーター] アイコンを右ク 
リックし、次に [電源プロパティの調整] をクリックします。 

または 

[スタート]^[コントロールパネル]^レ《フホーマンスとメンテナン 

ス；電源オプシヨン] の順に選択します。 

2. バッテリゲージ調整後に設定を元に戻せるように、 [バッテリ使用] 
列および [電源に接続] 列の4つの設をを記録しておきます。 

3. これら4つのオプションをすべて[なし]に設をします。 

4. [0 K ] をクリックします。 

5. コンピュータを外部電源から切断します。ただし、コンピュータの 
電源は切らないでください。 

氏バッテリパックが完全に放電するまで、バッテリ電源でコンピュー 
夕を動作させます。バッテリパックがローバッテリ状態まで放電す 
ると、バッテリランプがオレンジ色で点滅し始めます。バッテリ 
パックが完全に放電すると、バッテリランプが消灯して、コン 
ピュータの電源が切れます。 
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手順3 :バッテリパックの再巧電 

バッテリパックを再お竜するには、な下の手順で操作します。 

し コンピュータを外部電源に接続して、バッテリパックが完全に再充 
竜されるまで接続したままにします。再巧電が完了すると、コン 
ピュータのバッテリランプが消灯します。 

バッテリパックの再充電中でもコンピュータは使用できますが、電 
源を切っておく方が充電が早く完了します。 

2. コンピュータの電源を切っていた場合は、バッテリパックが完全に 
充電されてバッテリランプが消灯したら、コンピュータの電源を入 
れます。 

3. [スター ト]^[コントロールパネル]^レ《フホーマンスとメンテナン 

ス]^[電源オプシヨン] の順に選択します。 

4. 属源に接結] 列と [バッ テリ使用] 列の項目を、記録しておいた設定に 
戻します。 

5. [0 K ] をクリックします。 

/\を意: バッテリゲージの調整後はハイバネーシヨンを再び有効にしてく 
ださい。ハイバネーシヨンを有効にしないと、完全になくなるまでバッ 
テリ電力を放電し続けて情報が失われる恐れがあります。 

ハイ ノ 《ネ'—シヨ ンを再び有効にするには、 [スタート]^[コントロールパ 
ネル]^[パフオーマンスとメンテナンス]^[電源オプシヨン]^[休止状態] 

タブの順に選択します。 [休止状態をち効にする] チュックボックスに 
チェックを入れて、 [適用] をクリックします。 


バッテリの節電 

ここで説明するバッテリ節電方法および設定を使用して、1回の充電でコ 
ンピュータを動作させる時間を長くすることができます。 
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作業中の節電 

コンピュータの巧用時に節電するには、次の操作を行います。 

■ ネットワークに接続する必要がないときは、無線接続、 ローカル エ 
リアネットワーク （ LAN ) 接続、およびワイドエリアネットワー 
ク ( WAN ) 接続をオフにして、{ま用していないモデムアプリケー 
シヨンを終了します。 

■ 外部電源に接続されておらず、使用していない外付けデバイスを取 
り外します。 

■ {ま用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にする 
か、取り外します。 

■ 必要に応じて画面の輝度を調節するには、町]+阳]および町]+ [け0] 
ホットキーを使用します。 

■ 内蔵 スピーカの 代わりに、別売の電源付き スピーカを 巧用します。 
または、必要に応じてシステムの音量を調節します。 

■ 町]+け4]ホットキーを押して表示画面をコンピュータ本体のディス 
プレイから外付けのデイスプレイデバイスに切り替えるか、 
Windows でデバイスのサポートをオフにします。 

■ しばらく作業を行わないときは、スタンバイまたはハイバネーシヨ 
ンを起動するか、コンピュータの電源を切ります。 

節電の設定 

コンピュータの節電を設定するには、次の操作を行います。 

■ スクリーンセーバが起動するまでの時間を短くし、ダラフイックス 
および動きの少ないスクリーンセーバを選択します。 

スクリーンセーノくの設定画面を表示するには、次の操作を行いま 
す。 

[スタート]一[コントロールパネル]一[デスクトップの表示とテーマ] 
一[スクリーンセーパ'—を選択する]の順に選択します。 

■ ホペレーティンダシステムで、消費電力の少ない電源設定を選択し 
ます。詳しくは、 「電源設定の指定または蛮要」 を参照してください。 
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バッテリパックの保管 

yys . 警告： を全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、 
製品に同栖されていたバッテリパック、 HP が提供する交換用バッテリ 
パック、または HP からオプション製品として購入した互換性のある 
バッテリパックをお使し、ください。 


A を意： バッテリパックの損傷を防ぐため、長期間にわたって高温の場巧 
に放置しないでください。 


2週間な上コンピュータを{ま用せず、外部電源から切り離しておく場合 
は、バッテリパックを取り出して別々に保管します。 

保管中にバッテリパックが放電することを抑えるには、バッテリパック 
を気温や湿度のほい場所に保管します。 

1か月な上保管したバッテリパックを使用するときは、最初にバッテリ 
ゲージの 調整を 行って ください。 

使用をみのバッテリパックの処理 

水警告 :化学薬品による火傷や発火の恐れがありますので、バッテリパッ 
クをつぶしたり、穴を開けたりすることは絶対におやめください。また、 
接点をショートさせたり、水や火の中に捨てたりしないでください。さ 
らに、60でより高温の環境に放置しないでください。 

バッテリパックを分解、改造しないでください。分解、改造すると、破 
裂したり液漏れしたりすることがあります。 

バッテリパックを交換する場合は、このコンピュータ用のものを使用し 
てください。 


バッテリパックは消耗品です。 

バッテリパックの処理に ついては、 『規定、安全、および環境に関する 
ご注意』を参照してください。 
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Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標です。 

その他、本書に掲載されている会社名、製品あはそれぞれ各社の商標または登録 
商標です。 

本書の内容は、将来予告なしに変更されることがあります。 HP 製品およびサービ 
スにがする保証は、当該製品およびサービスに付属の保証規定に明示的に記載さ 
れているものに限られます。 本書のいかなる内容も、当該保証に新たに保証を追 
加するものではありません。 本書の内容につきましては万全を期しておりますが、 
本書の技術的あるいは校正上の誤り、省略に巧して責任を負いかねますのでご了 
承ください。 

本製品は、日本国内で使用するための仕様になっており、日本国外では使用でき 
ない場合があります。 

本書に記載されている製品情報は、日本国内で販売されていないものも含まれて 
いる場合があります。 

が下の記号は、本文中でを全上重要な注意事項を示します。 


A 警告： その指示に従わないと、人体への傷害や生命の危険を引き起こす恐れがち 
ると いう警告事項を表します。 


A を意： その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こす恐れがち 
,るという注意事項を表します。 
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